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前列 左から門間監督、金子選手、小林選手、是永選手、渡邊選手、後列 左から鈴木監督、天皇杯を手に内海監督、

坂井選手、加島選手、波田選手、本間選手、最後列中央 宇津木監督、左上丸抜き Jヽ茂田総監督

『
６
０
周
年

を
迎

え

て
』
　

埼
玉
県
山
岳
連
盟
会
長
　
石
倉

昭

一

埼
玉
県
山
岳
連
盟
は
昭
和
３
０
年
８
月
に
結
成
さ
れ
本
年
６
０
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
（公
社
）
日
本
山
岳
協
会
、
（公
財
）
埼
玉
県
体
育
協
会
を
始
め

山
岳
連
盟
の
役
員
の
方
々
や
加
盟
団
体
の
皆
様
の
大
変
な
ご
努
力
と
ご
指
導

ご
鞭
撻
に
対
し
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
１
０
年
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
全
国
的
な
会
員
の
高
齢
化
に
伴
い
、

埼
玉
県
山
岳
連
盟
も
岳
連
加
盟
者
数
の
減
少
が
少
し
づ

つ
表
れ
て
き
た
感
じ

が
し
ま
す
。　
一
方
、
山
岳
界
を
取
り
巻
く
状
況
も
変
わ

っ
て
き
ま
し
た
。
登

山
と
い
つ
て
も
か
つ
て
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
を
頂
点
と
す
る
卓
越
登
山
、
中
高
年
を

中
心
に
百
名
山
、　
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
健
康
登
山
、
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
も
夢
で

は
な
く
な

っ
た
競
技
登
山

（
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）
、
ま
た
人
気
上
昇
中

の
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
自
然
を
愛
す
る
登
山
と
い
う
枠
か
ら
拡
が

っ

て
き
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
埼
玉
県
山
岳
連
盟
は
ど
う
す
べ
き
か
、
今
年
の

１
１
月
に
埼
玉
県
山
岳
連
盟
と
し
て
初
め
て
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
大
会

開
催
を
手
掛
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
山
岳
界
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
と

理
解
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
３
、
４
年
若
い
人
達
も
山

へ
行
く
登
山
ブ
ー
ム
も
起
き
て
い
ま
す
。

ま
た
遭
難
事
故
も
多
く
、
埼
玉
県
内
や
全
国
的
に
見
て
も
遭
難
事
故
は
増
え
、

統
計
を
取

っ
て
以
来
過
去
最
高
を
記
録
し
て
お
り
ま
す
。

埼
玉
県
山
岳
連
盟
と
し
て
は
、
登
山
者
が
登
山
知
識
、
技
術
を
し
つ
か
り

習
得
し
、
安
全
登
山
に
心
が
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め

組
織
で
あ
る
山
岳
会
に
入

っ
て
の
登
山
を
奨
め
、
ま
た
組
織
外
に
い
る
個
人

の
加
盟
を
促
す
な
ど
、
安
全
登
山

へ
の
取
り
組
み
を
更
に
進
め
て
行
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
加
須
市

。
加
須
市
山
岳
連
盟
の
ご
協
力
の
下
、
競
技
登
山

（
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
）
も
更
な
る
発
展
を
目
指
し
た
い
。

来
年
２
０
１
６
年
８
月
１
１
日
、
山
に
親
し
む
機
会
を
得
て
、
山
の
恩
恵

に
感
謝
す
る
と
い
う
趣
旨
の
新
し
い
国
民
の
祝
日

「山
の
日
」
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
先
輩
の
方
々
が
育
て
築
い
て
き
た
埼
玉
県
山
岳
連
盟
は
、
こ
れ
か

ら
１
０
年
後
に
向
け
て
会
員
と
の
連
携
を
密
に
し
、
会
員

一
人
、　
一
人
の
カ

を
合
わ
せ
、
登
山
界
を
盛
り
上
げ
て
行
き
ま
す
。
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lp
2p
3p
4p
5p
6p
7p
8p
9p

岳連報 52号  目次
巻頭言『60周年を迎えて 』

速報・第 70回和歌山国体
7月 理事会 報告
9月 理事会 報告
同上

関東フ
゛
ロック大会 土屋審判長/報告

関東フ
゛
ロック大会 村岡競技委員長/報告

専門委員会計画・寄稿 [武甲山・登山]

【事務局だより】・編集あとがき

10p～ 12p 広 告
ヒ
゜
ラミッドシ
゛
ャハ
゜
ンい 。日本用品閉・田中産業閉

通塁幸風・ 第 70回和歌山国体
競技結果  天皇杯 1位

皇后杯 2位

総監督・小茂田利孝

リード

ボルダリング

監督・鈴木 友希

選手・是永 敬一

9位

4位

郎、渡邊 海人

リー ド

淵構辮‖l撚撚
2位

I基1職

少年男子

監督・宇津木 秀二

選手 。加島 智子、坂井 絢音

妻轟紺華I響導難苺雌撻懺

ボルダリング :  2位
監督・内海 信

選手・波田 悠貴、本間,大晴

リー ド   : 8位
ボルダリング : 11位
監督・門間希美

選手 。金子 〃ヒ華、小林 由奈

県岳連創立以来の最高成績で60周年に
大きな花を添えてくれました。

選手・監督・スタッフ・応援の皆さま

ご苦労さまでした。

左・波田悠貴選手、右 。本間大晴選手

成年女子ボルダリング優勝

左・坂井絢音選手、右・加島智子選手

天皇杯、副賞を掲げる少年男子
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平成 27年 7月理事会報告

7月 8日 (水)午後 7時 30分
～
北本市中央公民館

0出席 石倉会長,相澤副会長,村岡副会長 (企画),
天野理事長,土屋 (競技),内海 (強化),鈴木 (海外),岩

崎 (自 然),岩井田(広報),長谷川 (イ固人),加藤事務局

長、 以上 常任理事
山口(UD),門 出 (東部),小高 (アルム),岡 (エコー),小茂田

(高体連),岡野 (蓮田),伊藤 (防医),笠原 (彩岳)

以上 理事 計 19名

(相澤副会長)

(石倉会長)い よいよ関フ
゛
口が下旬に開催。

60周年記念事業も順調に進められています。山の日

イベントも群馬岳連が主管で 8/89で開催されます。トレ

ランの協議もありますが宜しくお願い足します。

①5/13-14岳人の家 清掃活動 14名参加旧三峰分校

②5/1617第 1回ユースホ
゛
ルタ―゙鳥取大会鳥取県倉吉市

③5/24 KAZOクライミンク
゛
カッフ
゜
2015122名 参力日

男子は 1位波田、2位是永

④5/30 読図・アクシテ
゛
ント対応講習。研修会

19名参カロ天覧山

⑤5/31コ バトンホ
゛
ルタ
゛
リンク
゛
カッフ
゜
in RC川越 130名 参加

1位波田、2位是永

⑥6//6-7第 29回シ
゛
ャハ
゜
ンカッフ
゜
和歌山大会 80名 +α

和歌山県みなべ町

⑦6/7 平成 27年度奥秩父山系山開式〈秩父山岳連

盟主管〉7～80名参加 奥秩父。霧藻ヶ峰

③6/13さ いたま市岳連 山岳救助隊。飯田副隊長
「安全に山を登るJ講演会 103名 大官ソニック

⑨6/2770国体関東フ
゛
ロック大会山岳競技 役員研修会

36名参加  加須市民体育館
⑩7/5谷川岳開山式。安全祈願祭 石倉会長

(1)創立60周年事業について

①記念式典 (天野・カロ藤。野村。土屋・宇津木。長谷川・

塩谷)(11/28・ 土 午後
～
開催)

②記念誌 (岩井田。村岡。鈴木)について

③記念山行 (石倉。本目沢。岩崎。瀬藤・内海・野村匠)

(2)70国体関東フ
゛
ロック大会埼玉大会について

(3)平成 27年度評議員総会での課題について

①負担金 (会費)について

②慶弔規程について

③遭対規程について

(4)カレンタ―゙用写真応募要項について

(5)指導員資格の更新について

(6)第 2回関東小中学生選抜クライミンク
゛
選手権大会参加

の選手選考について 内海選手強化委員長

(7)「 FunTrails100K Round秩 父&奥武蔵」の

協力について  村岡企画委員長
(8)「山の日」制定記念フ

゜
ロシ
゛
ェクト(群馬県主管)につい

て。8/8-9谷り|1岳周辺 関東各県が協力
。登攀チーム=加藤。鈴木 縦走コース=天野/小茂田

(9)その他

①奥武蔵ワンタ―゙フォーケ
゛
ル(会長 :新井宏司)の脱会

②埼玉マウンテンクラフ
゛
(会長 :高田良一)入会 について

③ネハ
゜
」レ大地震支援募金について

④「秩父地域山岳遭難慰霊碑」修復建立ついて

各部からの報告

①指導委1員1会|

●5/1314日 山協指導委員総会 野村・瀬藤・計良

●5/2021指導・遭対会議 (UIAA)

②競1裁1委1員1会|
●5/24第 16回 KAZOクライミンク

゛
カッフ
゜
2015

参加者:135名         加須
●5/31第 8階コハ

゛
トン・ホ
゛
ルタ
゛
リンク
゛
大会 2015

参加者 :130名    川越 RC
07/9 関フ

゛
口打合会       加須

07/11カロ須クライミンク
゛
・ディ&打合会

7/20ホリレド外し&打合会。

07/25-2670国 体関東フ
゛
ロック大会開催 準備中

働鶉齢構僣辮蝋1驀|
●5/16-17第 1回ユースホ

゛
ルタ―゙鳥取大会 倉吉市

●6/卜7第 29回シ
゛
ャハ
゜
ンカップ和歌山大会 みなべ町

06/23シ
゛
ュニア強化担当者会議 スホ―゚ツ総合センター

07/1 国体必勝会議 天野・内海 スホ―゚ツ総合センター

07/252670国体関東フ
゛
ロック大会 加須

成女・選手 :加島智子、坂井綾音 監督 :宇津木秀二
少男。選手 :波田悠貴、本間大晴 監督 :内海 信
少女。選手 :金子桃華、小林由奈 監督 :門間希美
08/1416」 OCシ

゛
ユニアオリンヒ
゜
ックカッフ
゜
2015富山県南砺市

③整難対幕委豪会

●5/30読図・アクシデント対応講習・研修会 19名 参加

天覧山

●6/6日 本山岳会埼玉支部 安全登山講習会 21名

参加 ,瀬藤講師

01自 1然保護1委嫌1会
●5/13-14岳 人の家 清掃活動について

●6/13-14第 4回関東地区自然保護交流会

埼玉 11人計 30人 長野市戸隠・宿坊「極意」

09/12-13自 然保護委員総会自然保護の集い

01海外‐登山1委1員1会
・海外登山委員会主催 60周 年記念海外登山の検討

2016年 8月 イント
゛
ヒマラヤの 5～6000メートル峰

●6/1314日 山協国際委員総会及び第 34回海外登

山遭難対策研究会 鈴木・天野・加藤  オリセン
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●7/7例会 海外登山の概要 :2週間のトレッキンク
゛
隊&登

頂隊、高所医学の講演会+富士山体験等

③JA~1報森1鼻1余 |

●5/31 第 51号発行 1600部 14へ ―゚シ
゛

09/末 第 52号発行予定 関フ゛口、」OC、 60周年等
◎会1鰤棗蠍1会 |

●6/23トレラン検討委員会 男J紙参照

060周年企画として、「クラフ
゛
テ―゙タヘ―゙ス」の作成

07/ 山田昇杯 協力・視察
02016/4/23-24 ホ

゛
ルタ
゛
リンク。゙ワールドカッフ

゜
加須大会

'0値

1本1会算委員会
●5/17シーノ大宮で総会

●6/7奥秩父山系山開式奥秩父。霧藻ヶ峰 参加
07/16委員会開催       、

l③事務職
☆平成 27年度会員証のテ

゛
サ
゛
イン募集について

○平成 27年度負担金の納入について

○会員証発行について

6.閉会挨拶 (村岡副会長)

平成27年 9月理事会報告

9月 9日 (水 )午後7時30分
～9時 Jヒ本市中央公民館

0出席 本目澤副会長、村岡副会長 (兼企画)、天野理事
長、瀬藤副理事長 (兼遭対)、 内海 (強化)、鈴木 (海外)、

岩崎 (自 然)、岩井田(広報)、長谷川 (個人)、横内(競技

副)加藤 (事務局長)以上常任
柴崎 (り |1口 )、 山口(UD)、 堀江 (桜草)、渋谷0(西岳)、 門

出(東部)、小高 (アルム)、石井 (壁稜)、 岡 (エコー)、小茂田

(高体連)、 岡野 (蓮田)、 田中(岳稜)、伊藤理事 (防医)、

笠原 (彩岳)、塩谷 (大官)、以上理事 計24名

顆

⑩ 銅

①7/2526第 70回国民体育大会関東フ
゛
ロック大会山岳

競技・埼玉大会 力日須市民体育館  ,
②8/8-9谷川岳「山の日」制定記念フ

゜
レイベント天野・鈴

木・小茂田。加藤協力参カロみなかみ町

③8/14-16」 OCシ
゛
ユニアオリンヒ
゜
ックカッフ
゜
2015富 山県南砺

市

④8/28神崎忠男氏を労う会 約254名参加 新宿京
ヨ三フ
゜
ラサ
゛
ホテル

⑤9/5清水武甲先生顕彰会理事会。総会。懇親会
秩父じばさんセンター

(1)創立60周年事業について く理事長〉

①記念式典 (天野・力日藤・野村。土屋・宇津木・長谷川。

塩谷)について

②記念誌 (岩井田・村岡。鈴木)について
③記念山行 (石倉。本目沢・岩崎。瀬藤。内海・野村匠)に

ついて

(2)第 70回国民体育大会く10/3(土 )～ 5(月 )〉 につい

て く選手強化委員長〉・参加選手・監督

成年女子 選手 力日島智子 (T―WALL江戸川橋)
坂井絢音 (東京国際大学)

監督 宇津木秀二 (伊奈学園総合高等学校。教)

少年男子 選手 波田悠貴 (久喜工業高等学校 )

本間大晴 (久喜工業高等学校 )

監督 内海 信 (春 田部工業高等学校・教)

少年女子 選手 金子桃華 (聖望学園高等学校 )

小林由奈 (行田市立長野中学校)

監督 F日間希美 (埼玉県庁)

成年男子 選手 是永敬一郎 (日 本体育大学)

渡邊海人 (平成国際大学)

監督 鈴木友希 (フロンティアスヒ
゜
リッツ)

・4種別全参加 59埼玉国体 以来
・競技順は抽選会済み→日山協のHPにあり。
★9月 23日 (祝。水)午後5時 大官cafe&bar Seagull

にて壮行会開催 (幹事 :村岡)

(3)慶弔規程について 9/9よ り施行

(4)「遭難対策委員会規約」について 9/9よ り施行

(5)カレンタ―゙用写真の審査について く総務。事務局長〉

(6)名 義後援の申請と報告について 。8/29「 中高年安

全登山講習会」り|1越市山田市民センターリ|1越山の会

五十雀 (代表 :新井邦男)

(7)指導員総会と研修会、登攀研修会について 〈指導

委員会〉

(8)冬 山講習会について ※別紙 〈遭難対策委員長〉

(9)新規加盟団体について ※別紙

・蕨市山岳連盟 会長 :須賀敬史 冨1会長 :五十嵐和

幸 理事長 :冨士田始

所属山岳会 :TE馴 やまあるき 会員 :31名 会

長 :五十嵐和幸 (県岳連派遣理事)事務局 :冨士
田女台
。加盟を承認 (蕨市山岳連盟・TEAMやまあるき)

(10)「埼玉岳連のFacebook開 設の件」について

(11)そ の他

①9/12-13日 山協自然保護委員総会・補助について

②l1/21-23「FunTrails100K Round秩 父&奥武蔵」に

ついて (大会当日、県岳連で一つのエイドを設営し

管理運営する。)

③関東フ
゛
ロック大会開催順序の変更について (茨城岳連

会長から連絡あり)

④2月 の関東地区山岳連盟総会(2/67)の 会場確保に

ついて

⑤l月 新春懇談会の日時 1月 24日 (日 )について
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各部からの報告

働欄導辮瓢辮
010/17指導員総会 飯能市福徳寺〈大野宅近く〉13

時
～15時 ※講義よりも実技を重視。
その後、15:30～巾着田に移動 研修会 (ツェルト講習)

※希望者はそのまま宿泊 ※一般可

010/18登攀研修会 飯能市「平戸の岩場」

勒競鎌辮轍轟
●7/9関フ

゛
口打合会 カロ須

●7/25-2670国体関東フ
゛
ロック大会 カロ須

010/35第70回国民体育大会「紀の国わかやま国
体」土屋委員長役員 (中央総務)参加和歌山県みな
べ町

011/29コハ
゛
トンクライミンク

゛
カッフ
゜
(ロ
ーフ
゜
部門)カロ須

012/2324第 6回全国高等学校選抜クライミンク
゛
選手権

大会 力日須

③籍幕藝r彗纂1熱粂|
●7/25-2670国体関東フ

゛
ロック大会 力日須

成女。選手 :加島智子、坂井綾音 監督 :宇津木秀二

B:1位,L:1位 ,総合1位→国体出場

少男。選手 :波田悠貴、本間大晴 監督 :内海 信 B:1

位,L:1位 ,総合 1位→国体出場

少女。選手 :金子桃華、小林由奈 監督 :F日間希美

B:3位,L:3位 ,総合3位→国体出場

●8/14-16」OCシ
゛
ユニアオリンヒ
゜
ックカッフ
゜
2015※結果は別紙

富山県南砺市

●9/3埼玉県選手強化会議 スホ
゜
研

→入賞が期待される競技種目として、体協派遣監

督として小茂田氏を選出。(体協が派遣費負担)

09/16水 14:30～第70回国民体育大会「紀の国わか
やま国体」埼玉県選手団結団式・壮行会 埼玉会館

010/35第70回国民体育大会「紀の国わかやま国
体J和歌山県みなべ町

l④鷺難対策委葉会
09/11-13日 山協平成27年度山岳レスキュー講習会 (東
部地区)※鈴木・金澤参加 立山国立登山研修所
010/34テントフォーラムinかなやま (主催 :群馬岳連/共
催 :日 山協)群馬県太田埼玉県山岳連盟

④遭難対策委員会

09/1113日 山協平成27年度山岳レスキュー講習会 (東
部地区)※鈴木。金澤参加 立山国立登山研修所
010/34テントフォーラムinかなやま (主催 :群馬岳連/共
催 :日 山協)太田市かなやまキャンプ場
→読図と夜間歩行 (ヘッドランフ

゜
使用)の実践、テント泊、

翌日、夜間歩行コースを歩いて講習

※イキ
゛
リスの読図講習では、必ず夜間歩行を実施→日

山協も推奨中|1是非参加を ||

012/1213平成27年度遭難防止研修。講習会 ※別
紙 スホ―゚ツ総合センター

⑥凛:然保護萎1農1会|※別紙

09/1213第 39回 日山協自然保護委員総会 (自 然保
護の集い)磐梯青少年交流の家
010/24-25自 然観察会「雲取山」計画 (参カロ者募集)

※別紙 10/15〆切岩崎委員長まで 雲取山

010/31-11/01第 4回関東地区自然保護交流会 茨城

県日立市

※環境省自然公園指導員及び埼玉県立自然公園指

導員一覧 ※別紙

③機器難:轟1委祟会|
○来年8月「60周年記念海外登山」計画中 インドの

7000m峰登山隊lヶ月、周辺トレッキンク
゛
隊10日 間

※現在サトハ
゜
ント峰で計画中。変更あり。11月 には決

めたい。※興味関心のある方は、連絡下さい。

饉総報棗葉会
09/末 第52号発行予定 関フ

゛
口、」OC、 60周年等

動曇画葬藁難※男」紙
060周年企画として、「クラフ

゛
テ―゙タベ―ス」の作成

●7/1820第 2回川場村 山田昇メモリ殉励ッフ
゜
120(山 田

昇 杯)協力・視察 :村岡。小茂田 群馬
●7/27・ 8/10。 9/3トレラン検討委員会 シーノ大官

●8/23。 日。13時～第1回BWC実行委員会 岸記念体育

会館 5階 504会議室

●8/30。 日・高校生大会実行委員会 幕張

02016/4/23-24ワールドカッフ
゜
加須大会 力日須

③欄淋1会輿委業会|
●7/16・ 木 委員会開催 19時～シーノ大宮7階。講座室

●8/8「山の日」制定記念谷川岳登山 (西黒尾根から

山頂)長谷川。他6名 谷川岳

●8/27・木 委員会開催 19時
～シーノ大宮 →2ヵ 月前

に計画し、案内する。

09/。本 委員会開催 19時
～シーノ大宮

③筆務1騎|
○春日部市山岳連盟。東部登高会 計良寿彦氏

●日山協 平成27年度専門委員会常任委員の推薦
8/14〆切 →昨年と同様 ※済み

09/1113東部地区。中高年安全登山指導者講習会
010/9-11第 54回全国登山体育大会宮城大会的「原

政一。大野幾雄・加藤カロ豆。今井孝江 参加)栗駒山
010/25日 「火山噴火と安全登山対策」(日 本山岳会

埼玉支部安全登山委員会第11回講演会)

講師 :福岡孝昭氏 (元立正大学地球環境科学部教

授。日本山岳会会員)さ いたま市。仲町川鍋ヒ
゛
ル

011/68平成27年度安全登山普及指導者中央研修
会 (第2回)立山。国立登山研修所

5.閉会挨拶 (村岡副会長)フェイス。フ
゛
ック等これからは

情報発信が大事。これらを通じて会員や加盟団体

の増加を計りましょう。
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第 70回国民体育大会 関東フ゛ロック大会

山岳競技  報告 2015.7.25N26

報告者 :審判長 土屋正昭

◇以下、印象に残つた点を列挙し報告とします。

〈種目共通事項〉

1.県内役員の打合せを、定例会とは別に 11回行い、
その他で各セクションの打合せを直前に 3回行つた。
2.選手フ
゜
ロフィづレや各都県予選会の資料が期限 (6/h)通

りの提出でなく、関係資料の作成が遅れた。

3.審判員は、C級以上を各都県で派遣願 う。開催県と
後催県が各 3人、その他の都県で各 2人を選出し総

勢は 18人。

4.役員マニュアルは、タイムスケシ
゛
ュール等を見直したが、一部修

正が間に合わなかった。整合性をチェックする時間が

必要。

5.今回は、全種別で初日がホ
゛
ルタ
゛
リンク
゛
で二日目がリード

の各競技。審判員の数が多く,役害1分担が難しい。

県外の応援者 (審判員)に も、記録集計やヒ
゛
レイヤーを

お願い出来れば助かるが・…難しいか。

6.審判員総務委員会議及び監督会議は。着席場所を

分けた。

7.スタッフTシャツは、全役員を黒のホ
゜
ロシャツに統一したが、

特に苦情は無かった。 (例年はシ
゛
ャッシ
゛
と競技役員

を色分けしていた。)

8.名 札 (IDカード)は役職別で色分けした。

9.開始式は審判員紹介を省略し極力式典時間を短縮

した。

10.イエローカード (危険と思われるヒ
゜
アスの着用)を 1回使

用した。

h.一般入場者 (観客)に、事前に競技順を知らせるフ
゜
ロ

ク
゛
ラム(チラシ)が あれば良かつた。

12.事前(7/10期 限)の質問事項は無かった。

ただし、正式ではないがメール等で服装 (特に下衣)の

確認が数件あり、着衣や運動靴の使用はほぼ節度

が保たれていた。

13.各都県の選手監督の服装等は、チームで上下衣を揃

えて頂く。今回は総務委員会議にも諮 り、下衣が極

端に違わなければイエローカードは出さないとした。開

会式では、裸足の選手が数人いて注意している。

14.セ
゛
ッケンは布製で二日分用意した。

15,オフ
゜
サべ゙時は、セ

゛
ッケンの着用がないと、選手が特定

できない。チェックが難しいので着用させる。

16.審判員には、適宜飲める飲料水を用意し、観客に

は初の試みとしてかき氷を無料で提供した。2日 間

延べ約 400人に提供し、大好評であつた。
17.選手監督には、水分の持ち込みをアナウンスで流し、熱

中症対策を十分に行った。

18.集計のエクセル表の入力については、欠場等の不測の

事態に備えて、事前に十分シミュレーションをした。

19.成績の掲示板は、発表時の混雑回避のため 2か所
設けた。

20.抗議が許される時間は、仮成績発表から 10分間
で、本成績発表から 5分間とし、文書により受付け
た。抗議は 3件あつたが、いずれも不採択で主張は

認められない。今後は、競技運営面 (競技進行の遅

延防止)から抗議料の徴収も、ぜひ検討されたい。

21.ヒ
゛
テ
゛
オモニターヘの接続が、確認不十分だつた。ヒ

゛
テ
゛
オ

係の事前研修も必要である。

22.タイマーを観客にも見せるよう配慮する。

23.宿舎では、成績表を誰に渡したか、各都県の名簿

が必要である。証拠を残すため。

24.シ
゛
ャッシべ―゚ハ―゚原本や成績表については、証拠書類

や各都県配布用原本等として袋に分け保存する予

定であったが、片付けが早く処分されていたので、

完璧には集まらない。今後は注意したい。

25.大会初 日は、役員宿舎の夕食はなく、別会場で役

員約 50名 による懇親会を行つた。

26.アイソレーションには、電子通信機器やテ
゛
シ
゛
がは持ち込ま

せない。最近は、ウオークマン等で通信機器と疑わしいも

のが多数あるので注意する。

27.アイソレーションでは、種別間の競技に関する会話を禁止

したが、実際にはアイソ管理の時間がス
゛
レ重複するこ

とが無かつた。

28.競技終了通告は、主任審判員が放送で行つた。

29.表彰式の時間については、来賓を呼んでいる場合

は定刻通り行 う。

競技が早く終了しても、早められない。

〈ホ
゛
ルタ
゛
リンク
゛
競技〉

1.ホFルタ―゙壁 2基 (2基 ×2ホ
゜
ルタ―゙)を大会 1週間前から

着工した。
2.アイソレーションには、ホ―゙卜

゛
の形状を記した用紙と自紙の

両方を用意した。
3.事前オフ

゛
サべ゙―ションは、2基 4ホ

゜
ルタ―゙で 10分とした。

4.スタートは、指定位置 (両手両足の 4′点)から行 うこと

を、全担当で再確認した。
5.審判員は、各壁 2人、フ

゜
ラス正副主任審判員の総勢 10

人で対応した。
6.セッターは照明でショーアッフ

゜
を図りたいと言い、審判は暗

すぎて、かつ選手の目に光が入ると意見が衝突。

何とか、折哀案で照明を使つてスタートした。
7.電気を同系列から引き過ぎて、フ

゛
レーカーが落ちるアクシ

テ
゛
ントがあった。

8.も つと、審判員と競技役員とで意思疎通を図る必

要がある。例えばホ
゛
ルタ―゙壁のクリーニンク

゛
では、お互い

の溜合せが上手くなく、やや公平性に欠ける面も

あつたようだ。
くリード競技〉

1.想定を上回る極暑の中でのルートセットと言うことで、
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大会当日の作業を極力減らすため、使用壁を増や

した。
2.壁 (ウォール)は、変更して 3(当初 2)ウォールを使用した。
しかし、競技開始時間は変更していない。
3.審判員は、当初の 2ウォリレで各基 2人とし、フ

゜
ラス正副

主任審判員の総勢 6人で対応した。
4.3ウォJレが同時進行なら、もつとタイムスケシ

゛
ュ→レが短縮で

きた。ただし、審判員以外の役員及び設備等の費用

面で厳しくなったと思う。
5.アイソレーションには、ホ―゙ドの形状を記した用紙と自紙の

両方を用意した。
6.今後はセッターに確認し、ヒ

゛
レイヤーの立位置やスホ

゜
ッターの

有無を徹底したい。
7.紛 らわしいエッシ

゛
やカンテについて、オフ

゛
サべ゙―ションでも

説明する。
8.スタートラインを引いて、競技時間の計測開始場所を明示

する。
9.今年から、競技中の監督席を設けた。

セットしたク
゛
レードは以下の通り

成年女子 リード :5.12c ホ゛ルタ―゙:1級～3級
少年男子 リード :5,13b ホ゛ルタ―゙:2級～初段
少年女子 リード :5.12c ホ゛ルタ―゙:1級～3級
本大会では、鬼登のコールまでに、数2皿2静上が求め
られると思います。自分で勝手に完登したと判断せ

ずに、シ
゛
ャッシ
゛
の完登のコールまで必ず待つてください。

(チ
ーフルートセッター:小澤信太さんより)

2日 間の大会は、極暑の中で行われました。

(会場 :加須市民体育館)選手・監督・関係者の皆さま、
大変お疲れ様でした。見事関東フ

゛
ロックを通過 したチーム

は、紀の国わかやま国体まで、よリー層精進し頑張っ

てください。活躍を期待しています。

惜しくも、今回本戦出場を逃したチームは、来年の関東

フ
゛
ロック突破に向け、更に練習に励んでください。

来年は、会場が山梨県です。関係者の皆さま、よろ

しくお願いいたします。

また、真夏の関東フ
゛
ロック大会でお会いしましょう。

大変な酷暑の中、誠にありがとうございました。

70関東ブロック大会山岳競技 報告

競技部長 村岡 正己
1.概 要

今回の関東フ
゛
ロック大会は、山岳競技がクライミンク

゛
(リ
ード,

ホ
゛
ルタ
゛
リンク
゛
)一本になり関東各県一巡最後の大会とな

つた。。埼玉県は少女(3位 )、 少男 (1位 )、成女 (1位 )
ともに本国体の切符を獲得。素晴らしい成績を収め

ることができました。選手・監督に拍手をおくります。

少女は、ホ
゛
ルタ
゛
リンク
゛
では東京の野中が夕

゛
ントツのハ
゜
フォー

マンスで全課題を完登。やはり世界クラス。埼玉は山梨と紙

一重の結果。第 1課題で埼玉、山梨は同様な位置。

第 2課題では戸田が完登し山梨がリード。しかし第 3課

題をアテンフ
゜
卜1で完投した金子が東京の野中以上のハ

゜

フォーマンス。リードでも 3位を堅守。このホ
゜
ルタ■の第 3課題

が運命の分かれ道となった。

少男ホ
゛
ルタ―゙は、東京、千葉との接戦、熱い戦いが見

られた。第 2課題までは東京の大高が身長を活かし
た夕
゛
イナミックな登りで先行。第 3課題、第 4課題で挽回し

結果 1位を得る。すれば入れ替わつていた。リードは、
波田の得意なところ。あの暑さの中で 5.13bをオンサイ
トは見事であった。

成女は、第 1課題、第 3課題ただ一人だけ完登した
加島の独断場。り‐ドでも加島、坂井が完登。圧倒的な

強さで国体への切符を手に入れた。

今回の大会は、垂壁、スラフ
゛
での得意、不得意が現れ

た。柔軟性、ハ
゛
ランスが要求され力ではなくムーフ

゛
で解決

していく様はアテンフ
゜
卜を重ねるたびに進化が見られ面

白い。しかし、県による実力の差は大きく有力な選手

がいる場合はいいが、いなくなるとホ―゙ナス1も取れな

い状況もある。競技全体の選手層の課題である。

2。 運営

今回は、今までの競技運営の課題に取り組んだ。

① 時間短縮 ・カロ須の施設の特性を活かし、ホ
゜
ルタ―゙、

リァドを別の日に開催。各カテコ
゛
リー競技終了後、次の

カテゴリーのオフ
゛
サべ゙―ションまでを 30分 とし仮成績の

発表、ルート替えを行なった。オフ
゛
サべ゙―ション中、総務

員会議とし栃木のように次のカテコ
゛
リーまで 1時間

以上待たせることのないように実施。

②成績処理と公開

栃木では、山本氏の成績処理システムが全部使われて

いなかった。今回、各テ―゙夕の差込処理にやや不都

合あつたが対応可能。次回山梨への引き継ぎを確

実に行う。

専門委員会・計画 [27年 9月 ～28年 1月 ]

10/17 13:00～ 指導員総会 :東吾野/福徳寺

15:30～緊急避難研修会 :日 高/巾着田

10/18 08:00～ 登攀研修会 :虎秀/阿寺の岩場

11/6-8 指導者申央研修会 :立山/国立登山研修所

10/3-5 「紀の国和歌山国体」 :和歌山/みなべ町
11/29 第 28回県大・コハ

゛
トンクライミンク

゛
カッフ
゜
:加須

手強化委員

10/3-5 「紀の国和歌山国体」 :同上

難対策委員

10/3-4 テントフォーラムinかなやま :

12/1213 遭難防止研修/講習会
外登山委員

太田市/かなやま

:上尾/スホ―゚ツ総合センター
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2016 60周 年記念海外登山
2016 60周 年記念海外登山講演会

2.主  催
3.期   日
4.会  場
5.参加資格

6.指導講師

7.宿泊場所

8.申 し込み先

記

積雪期登山の安全登山普及と技術向上

を目的とする

埼玉県山岳連盟(主管 指導委員会)

h28年 1月 16日 (土)～ 1月 17日 (日 )

那須岳周辺

岳連所属会員,岳連が認めたもの

クラス別講師 (埼玉県山岳連盟所属)

日本体育協会公認指導員

那須大丸温泉

ニューおおたか TEL0287‐ 76‐2457

指導委員会(野村善弥宛)

FAX  048‐ 885‐ 1470

Eメール ynom36@ybb.ne.jp
l月 3日 必着

自然保護委員

10/24-25 第 1回 自然観察会 :雲取山
10/31-11/1第 4回関東地区自然保護交流会 :日 立市
H28 2/27-28 第 2回 自然観察会 :小川元気フ

゜
ラサ
゛

ジュニア委員

9/30  広報誌 52号発行・配布
9/24  60周 年記念誌 (DVD)編集委員会Ⅱ
10/20 60周年記念誌 (DVD)編集委員会Ⅲ
l1/20 60周年記念誌 (DVD)編集委員会Ⅳ
企画委員会           、

記念誌 DVD資料 テ―゙ターベス作成
2016/4/23-24  ホ

゛
ルタ
゛
リンク
゛
ワールト
゛
カッフ
゜
力日″頁

個人会員委

10/9-H 第54回全国。登山大会 宮城大会/栗駒
(柳原政一、大野幾雄、カロ藤力日豆、今井孝江 参加)

10/25 」AC埼玉支部講演会 :さいたま市仲町

積雪期登山講習会/1旨導員研修会開催のお知らせ

平成 27年度積雪期登山講習会・研修会を次の通り開

催します。また、当講習会に併設して指導者研修会

を実施いたしますので併せてご参加いただきますよ

う宜しくお願いします。

登山支援 延ベー万人超える

恵流峰会(エルミネア)逸見照三

秩父山岳連盟では、埼玉県西部近郊の中学校より

登山指導の要望があり、武甲山登山支援を実施して

います。

平成 10年より依頼を受けて早 18年になります。

毎年、3校程度 500～ 600人の生徒を引率し今年で延
べ 1万人を超える実績となりました。登山の楽しさ、

苦しさ、団体行動での規律などを経験させると共に、

自然環境、山岳文化への理解を深めています。

自然の美しさ、頂上を征服した時の充実感、生徒

一人ひとりの目標が達成できた喜びなど、人それぞ

れの感じ方は違つていても貴重な体験になっている

と思います。彼らの喜んだ顔を見ながら秩父山岳連

盟の会員達は、自分の時間を惜しまず指導に当たつ

ています。年 2回の登山道整備や、以前にも紹介し

た丁目石の修復作業に伴い 「楽しかつた」と言われ

る言葉が聞こえるよう日々努力してきました。

平成 12年からは、学校での事前レクチャーを開き、

武甲山の歴史、石灰岩掘削の経過、生息する植物、

等、山に登るだけでなくあらゆる面からの楽しみ方

も指導しています。

途中の水場を気持良く使えるよう水質検査の実施、

小袋に小分けし水場に敷く玉砂利の運搬、さらには、

山頂 トイレが雨水による水洗式のため水の確保とし

て、生徒一人ひとりにペットボ トルを持たせ水洗タ

ンクの水補充など、他では味わえない山の経験をし

ています。

自然環境文化を伝えていく事は、今、我々山を愛

する者がやらなければならない使命だと思い、次世

代の青少年に期待を持ちながら活動を続けています。

・企画検討中

・企画検討中

1.趣

9.申 込締切

詳細については各会への配布資料を参照ください

HPか ら「講習教程」及び申込書を夕
゛
ウンロードできます。

武甲山登山に向けて説明をうける生徒さん
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楓 織五県血農臨盟 創立 60鼠1年
19J∫‐r29:∫

【事務局だより】

下記、新役員のお知らせがありました。

(公財)日 本山岳協会 平成27年度 役員名簿
会  長    人木原 囲明
副会長・専務理事 尾形 好雄 、

副 会 長    國松 嘉仲
副 会 長    高橋 時夫
副 会 長    亀山 健太郎
常務理事    小野寺 斉
常務理事    西内 博
常務理事    仙石 富英
常務理事    森下 健七郎
常務理事    京オ 昭
常務理事    水島 彰治
常務理事    瀧本 健
常務理事    中瀬 不日徳
理  事    相良 忠麿
理  事    北村 憲彦
理  事    増山 茂
理  事 (北海道)月、野 倫夫
理  事 (東 北)斉藤 喜代志
理  事 (関 東)月 宮ヽ山 稔
理  事 (北信越)牧野 治生
理  事 (東 海)亀井 正明
理  事 (近 畿)伊藤 克己
理  事 (中 国)大西 ―俊
理  事 (四 国)峯本 典寛
理  事 (九 州)下田 泰義  ,
監  事 (山 梨)内藤 順造
監  事 (岡  山)岡本 忠良
監  事 (税理士)中畠 正喜

(公社)東京都山岳連盟平成27年度 役員名簿
○就任

会  長
副 会 長

専務理事

事務局長

亀山 健太郎

中山島正治

廣川 健太郎

松本 敏

松本 井「夫

瀧本 健

橘 薫

理  事
理  事
理  事
監  事
監  事
○退任

会  長
副 会 長

監  事
監  事

北島 英明

桜井 進

小尾 健一

大島 文雄

中嶋 正喜

佐藤 旺

寺内 丈行

中村 忠敬

砂田 定夫

◆環境省自然環境局長表彰

自然公園指導員功労者として環境省の表彰を受け

られました。おめでとうございました。

瀬戸 朋義 (埼玉県山岳連盟)恵 流峰会所属

◆さいたま市岳連主催 シ゛ュニアハイキンク゛教室
さいたま市岳連では、H月 21日 -22日 の 2日 間に
渡り、秩父。堂平山においてシ

゛
ュニアハイキンク

゛
教室を計画。

小学校 5年生児童 10名 と教諭 3名 を対象に「ハイキンク
゛

の楽しさ、関東平野の夜景、星の観察、ハ
゜
オテント宿泊体

験等」を楽しむ。

市岳連では渋谷直克 (浦和西岳友会チーフリータ―゙)が 中

心となり塩谷壽子・寺井繁美 (大官山岳会 )、 大成義之

(市役所アルヒ
゜
ナ)、 吉田秀夫 (」R大宮山の会)、天野賢一

(遠峰山岳会)、 堀江伸子 (桜草山の会)の 6名がスタッフ

として計画を進めることになりました。

【編集後書】

埼玉国体のクライミンク
゛
競技に使われたリード壁が『関フ

゛
口』

を最後に更新のため撤去されることになり、田中県

岳連名誉会長、石倉県岳連会長、古峰力日須市岳連会長、

埼玉国体のクライミンク
゛
競技チーフセッターを務めた飯山氏も参

加され、ホ―゙ドのお別れ会が行われた。

加須市山岳連盟の会員をはじめ『関フ
゛
口』大会の運営

スタッフも多数参加、名残 りを惜しんだ。

10p 写真参照

※都合により県内リサ
゛
ルトは次号に掲載します。

事

事

事

理

理

理

ください。 広報委員長 岩井田正昭
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関東フ
゛
ロック競技終了後 大会関係者、スタッフー同で記念写真・数々の激闘の思い出を残したホ―゙ドを前に

さようならハ―゚ティを開催、中央 (白シャツ姿)に 田中名誉会長、右隣り古峰力日須市岳連会長、前列中央に飯山氏、

右隣りに森下前会長、クライミンク
゛
ホ―゙ドに送った感謝状を手に丼上力日須市岳連理事長他の皆さん。

クライミングウオールの畿群、施工と

ホールドなどの機燿繋轟⑭艤典をおこなう畿数です.

ピ,ミッドジャバン株式会社
〒357‐006P 躊意猥‐饉緯縦ホll13‐ 3'… 6

Tol:04e′ 900・ 5060Fュχ
=042ヽ
97卜 6700

り軟し,intlp:Frpソra織

`醸

e_leparヽ `CottlF

議ヽ傘il,1,1～ ir】fo曹 lpソドきtttldel■ ,事■̂ζo■ 1

ホール杯勢ご潮傘は‖卸醐降01鼻輸細熱誠
=お
帥帥ヘ
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Lこ 数年、登山ブームが続いております。
市民ハイキングやバスツアー登山も盛況のようです。

このところ遭難事故も多発しております。

グループでの山行のためにも、あなた自身のためにも、

今、動脈血の酸素量がどの位なのか、脈拍数はどの位なのか、

正確な機械で測定してみてください。

日本山岳協会創立50周年記念の際に特別提供した

パ ル ス オ キ シ メー ター を埼玉県曲岳連盟支援のために、

更に特価でご提供致します。

季 節の変わり目です。親しい方にデジタル血圧計を差し上げたらいかがでしょう。

超特価でご提供できます。お誕生日、結婚式、お歳暮、クリスマスプレゼントなど、

用途に応じて対応させて頂きます。

もちろん山行に持参できる小型タイプもございます。

登 山行動中や野外活動中に本格的な聴診器はいかがでしょう。

樹の幹に聴診器を当ててみると、色々な音が聴こえてきます。

葉の擦れる音、遠くの小川の音。虫の声、鳥の声。

樹はまるでパラボラアンテナのように色々な音を集めます。

ご家族のペットの心音を聴いてみるのもいいでしょう。

人間とは違つた鼓動に新しい発見があるでしょう。

ぜひトライしてみて下さい。

埼玉県山岳連盟の活動を応援している田中産業株式会社は1969年の創立。
世界80数力国に製品を輸出しております。

○ パfLスオキシメーター

○ 歩散計

○ テジタ′ι血圧計

○ 聴診器

○ その他医療器全般

=°
田中産業株式会社

本社

113-0033 東京都文京区本郷3-16-3
TEL 03-3814-7181  FAX 03-3814-7177

Eメ ール alpk20」 oy.hi…hO.ne.jp


